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『pT1 大腸癌のリンパ節転移の国際共同研究』 
 

研究１（日米共同） pT1 大腸癌における「内視鏡摘除後の追加治療の適応基準（大腸癌治療 

ガイドライン）」の検証とリンパ節転移リスク算出 tool の作成 

研究２（日英共同） pT1 大腸癌のリンパ節転移のリスク因子に関する研究（Formula One Study） 
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■会議内容 

1. 研究１の進捗状況の報告および討議 
（1）研究方法の変更 

    新倫理指針へ対応および研究データの精度管理を目的に、大腸癌研究会参加施設を対象とした

アンケート方式のデータ収集から委員会参加方式（委員会参加施設からのデータ提出）へ変更す

ることを全会一致で決定した。 

（2）症例集積目標 

nomogram 作成の精度向上を目的として、多くの症例を集積するため、委員会終了後の約 2 週間

をめどに本委員会への新規参加施設、新規委員を大腸癌研究会世話人会と施設代表者会議で募る

ことが了承された。 

（3）データ集積期限 

第 88 回大腸癌研究会で解析結果を報告できるよう、データ集積期限を平成 29 年 12 月 31 日と

することを決定した。 

（4）新規参加施設 

新規参加施設として推薦された秋田赤十字病院 消化器病センター （内科 松下弘雄先生）が

承認された。 
 

2. 研究２の進捗状況の報告 
（1）データ提供施設 

デジタルスライド作成に関する施設アンケートの提出可能症例数から、データ提供施設を国立

がん研究センター中央病院、国立がん研究センター東病院、がん研有明病院、防衛医科大学校と

して開始することを報告した。 

（2）デジタルスライド作成期限 

各施設における倫理委員会承認までに時間を要しているため、各施設でのデジタルスライド作

成期限を 10 月末とし、12 月からの病理所見評価開始を目指すことを報告した。 


